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一般的に高齢者は、以下の様に熱中症になりやすい身体的特性があることが知られており、特

に注意が必要です。 

1.体内の水分が不足しがちです。 

高齢者は若年者よりも体内の水分量が少ない上、体の老廃物を排出するのに沢山の尿を必要とし

ます。 

2.暑さによる感覚機能が低下しています。 

加齢により、暑さやのどの渇きに対する感覚が鈍くなります。 

3.暑さによる体の調節機能が低下しています。 

高齢者は体に熱がたまりやすく、暑い時には若年者よりも循環器系への負担が大きくなります。 

※心臓や腎臓の悪い方や持病をお持ちの方は、かかりつけの医師にご相談下さい。 

 

予防法ができているかをチェックしましょう。 

   

出典：高齢者のための熱中症対策 厚生労働省 経済産業省 環境省  

□こまめに水分・塩
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